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ある。この寿命測定の結果は HQE（Heavy Quark Expansion）模型とも比較され，この理論の検証に資する。
　これまでに B中間子の寿命測定は，多くの電子陽電子衝突実験（CLEO，LEP，BABAR，BELLE）と
CDF実験によって行われてきたが，BELLE，BABARの測定が最も精度のよい測定であり，世界平均値は
τ（B-）＝ 1.671± 0.018ps，τ（B0）＝ 1.536± 0.014ps，τ（B-）/τ（B0）＝ 1.086± 0.017である。Bs中間子の寿命




荷電レプトンとニュートリノと D/D*中間子（Ds中間子）になり，さらに D中間子（Ds中間子）が Kπ（φ 
π）に崩壊した事象を選別して寿命の測定を行う。
B−/B–0→ −ν−D0X，B−/B–0→ −ν−D*+X，B–s→ −ν−D
+
s X
D0→ K −π+，D*+→ D 0π+→ K −π+π+，D+s → φπ









ついては τ（B-）＝ 1.653± 0.029（統計誤差）± 0.033（系統誤差）ps，τ（B0）＝ 1.473± 0.036（統計誤差）± 0.054（系
統誤差）ps，τ（B-）/τ（B0）＝ 1.123± 0.040（統計誤差）± 0.041（系統誤差），Bs中間子の寿命については，τ（Bs）







を CDF実験で Bs中間子と反 Bs中間子の間の粒子振動の周期を測定することによって高精度で決定するこ
とができる。その測定の第 1段階として B中間子，Bs中間子の寿命の測定を行うことは重要である。
　これまでに，CDFが RUNlで行った Bs中間子の寿命測定が最も精度のよい測定であり，その測定結果は
τ（Bs）＝ 1.461± 0.057psである。魚住聖氏は 2002年から 2004年にかけて新たに収集された実験データの解
析を行った。その結果，τ（Bs）＝ 1.381± 0.055（統計誤差）＋ 0.064/－ 0.048（系統誤差）psという結果を得た。
これは Bs中間子の寿命の測定精度は単一実験では最高の精度であった。B中間子，Bs中間子の寿命測定の
結果は HQE模型の理論予言と一致し，この模型の検証に資した。さらにこの測定は Bs中間子と反 Bs中間
子の間の粒子振動の周期の測定に発展する予定である。以上のように，この論文は素粒子物理学の発展に大
いに貢献するものである。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
